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AI@WORK
⽴ち上げの背景
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Digital Disruption

4AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020

デジタル技術による破壊的イノベーション

「Disruptive Innovation」 Wikipedia

DX
は死活問題
の時代

脅威か︖
機会か︖

Disrupt?
or be
disrupted? 

PMI Leadership Institute Meeting 2019/10/3-5@Philadelphia

Digital
Transformation
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「AI@work: New Project / New Thinking」 PMI 2019

AIの活⽤が⼤きな格差を⽣む

回答者の60%は
AI適⽤でビジネスモデルを変⾰

2/3は”AI First”なカルチャー



AIは⽇本でも期待度No.1
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デジタルビジネスに関する共同調査
＜デジタル化はどのように

進展しているのか︖＞
⼀般社団法⼈
⽇本情報システム・ユーザー協会
株式会社野村総合研究所
システムコンサルティング事業本部
2019年4⽉18⽇

(2019 JUAS)

…しかも
AIへの着⽬度は
前年⽐増…



しかし⽇本のAI導⼊⽔準は低い…
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出典︓総務省「ICTによるイノベーションと新たなエコノミー形成に関する調査研究」（2018年）
に基づき三菱総合研究所作成

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h30_02_houkoku.pdf

諸外国のAI導⼊状況と予定

周回遅れで

いいの?
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出典︓
AI活⽤戦略〜AI-Readyな社会の実現に向けて〜
(2019年2⽉19⽇)
⼀般社団法⼈ ⽇本経済団体連合会
https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/
013.html

AI-Readyになる…

Are you

AI-Ready?

https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/013.html


AI@WORK
概要
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AI@Workの概要
AIの適⽤・活⽤をプロジェクトマネジメントの視点で捉え、あるべき姿や進め⽅を探求する、
新たな研究グループAI@Workを設⽴いたします。
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⽬的
(Purpose)

社会や経済に新たな影響⼒をもつAI、その適⽤・活⽤をプロジェクトマネジメント
の視点で捉え、あるべき姿や進め⽅を探究・共有する

役割
(Mission)

世界レベルでAIの活⽤が進む中、プロジェクトマネジメントの観点から、⽇本のAI
適⽤・活⽤の加速を図る

めざす姿
(Vision)

AI適⽤・活⽤プロジェクトに関わる多様な⽅々と、AI利活⽤でのプロジェクトマネ
ジメントのあり⽅や、それら知⾒の活⽤・有⽤性を共有し、PMコミュニティを通じ
た醸成・発展に努める

戦略と
主要活動
(Strategy & 
Main Action)

Making Opportunity: 研究・理解・共有の機会づくり
1. Case Study（ユースケースや進め⽅の探究）
2. Understanding of Technologies（AI技術の理解深耕）
3. Sharing Knowledge（各種の発信と情報共有）

基本事項
(Concept)

Small Start（⼩さく始め⼤きく育てる）
Sharing（知⾒の持ち寄り、情報共有・発信に努める）
Speciality（専⾨⼒を強化する）
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⽇本発、海外へ
PMI 本部との連携

• AI@Workの活動を連携していく
• ⽇本発、WWでのコア知識としていく

＜ポイント＞
• 活動の成果に新規性・先進性があること
• エバンジェリストの創出
• PMI CDO（Chief Data Officer）との連携

…など
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AI@Workで何を追求するのか︖（例）
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進めていきたいのは…
• AIに関する領域について、Project Managementとして、何を考えなければならないか︖

• Digital Transformation、それを進める意識改⾰
• 決まったことをやる から めざすことの定義や経営視点
• 共通・協働・共創領域 と 独⾃・競争領域 の境界線
• 暗黙知のAI化（例︓製薬の添加物、製造業・熟練者の知恵⽂書化）

• AIシステムの開発アプローチ
• あるべき開発アプローチは、ユースケースにより異なる 例）チャットボット vs. 医療分野への適⽤

• サービスとしての横展開
• 汎⽤性ある適⽤分野での共通化と横展開、それによる⽣産性向上 例）コールセンター、⾃治体… etc. 

• ユーザー部⾨とIT部⾨、ユーザー企業とITベンダー のあり⽅
• Digital Innovationの時代、本来すべきことを切り開くには︖

• ユースケースの整理・まとめ
• 変⾰の事例、参照し展開していきたい内容の整理・紹介
• 海外⽂献の研究と整理（公開情報をベースにした先進動向）
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AI@Workの活動で⼤切にしたいこと
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勉強会や情報共有は⼿段、めざすものは成果の集約や発信
• 現場でつかえる・もちかえる成果
• みんなでこの領域を整理し、AI普及・活⽤に資する

同調性より多様性
• オープンで健全なディスカッションを⼤切にする

Agility & PDSA（Plan-Do-Study-Act）
• より良くあるために、試す、変える、ふりかえる

Self-organized/Open collaboration
• AI基礎知識などの⾃主学習
• AI SW⼯学やAI品質は、別途研究されるものを参照

Turn ideas into reality
Turn activities into reality
Turn dreams into reality

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020



WG2

AI4PM
AI for 
Project 
Management 
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WG3

AIK4PM 
AI Knowledge 
for 
Project Managers 

WG1

PM4AI
Project 
Management 
for AI 

AI@Work Working Group

PM4AI

Project Management 
for AI

AI4PM

AI for
Project Management

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers
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参加総数 117名（うち発起⼈2名）
• PMI 会員 100名、⾮会員 17名
• PMP 90名、Non PMP 27名
• Remote希望 41名

その他経験
• AI 実務経験なし 59名
• AI開発* PM経験者 22名
• AI開発* 開発経験者 10名
• JDLA G検定合格 11名
• JDLA E検定合格 3名
• 英語経験あり 55名
*AIシステムのプロトタイプ開発・PoCなど

AI@Work参加者概要

6

未定:32
21

14

4 2311

45名
Kick off: 会場36, 
リモート7, ⽋席3

33名
Kick off: 会場27, 
リモート 5, ⽋席1

PM4AI

Project Management 
for AI

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

AI4PM

AI for
Project Management

4

37名
Kick off: 会場24, 

リモート 12, ⽋席1
AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020



AI@WORK
運営案
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AI@Workを通じて、AI-Readyになる
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AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

PM4AI

Project Management 
for AI

AI-ReadyなProject Manager AI-ReadyなPMO
PMとして
取得しておく
べき
AIのスキルを
保有している

AIプロジェクト
のマネジメント
を⾏う際に
必要な考慮点を
理解している

AI4PM

AI for
Project Management

プロジェクト
マネジメント
にAI技術を
適⽤する
ことにより、
継続的な改善
を⾏うことが
できる



AI@WorkとAIプロジェクトのライフサイクル
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AI技術

AI適⽤分野・
アプリケーション

マネジメント
⼿法

知識

⽴上げ 計画 実⾏ 終結

監視・コントロール

AI4PM

AI for
Project Management

PM4AI

Project Management 
for AI

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

最適化
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AIを活⽤したプロダクト・ソリューションなどのプロジェクト
に関するプロジェクトマネジメントのあり⽅について研究する

• プロジェクト・ライフサイクル（領域・アプリケーションの種類）に依存する︖
• 関連する技術をどこまで含めるか

ü 機械学習⼯学、AI品質（動向は把握する必要はある）
ü データサイエンス
ü セキュリティ、IoT など

My first year as a Project Manager for Artificial Intelligence (AI) by Kartik Sharma, 2019/07/02
https://towardsdatascience.com/my-first-year-as-a-project-manager-for-artificial-intelligence-ai-16127a4a37c2
機械学習プロジェクトキャンバス（三菱化学ホールディングス）2019/04/17
https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/news_release/pdf/190718.pdf
⽇本ソフトウェア科学会 機械学習⼯学研究会
https://sites.google.com/view/sig-mlse
AI プロダクト品質保証コンソーシアム
http://www.qa4ai.jp

AIプロジェクトのマネジメントを⾏う際に
必要な考慮点を理解している

PM4AI

Project Management 
for AI

WG1: PM4AI (Project Management for Artificial Intelligence)

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020
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プロジェクトマネジメントを最適化するために、AI技術を取り⼊れた
⼿法を研究する

• 2018年頃から関連する⽂献（2019年後半からの質が良い）が複数出ている
• 具体的に適⽤するには
• いくつかの項⽬は学術なチャレンジも必要

The 4 Phases of Project Management – and How Process Automation Can Help
by Laetitia Smith, 2019/01/28
https://www.nintex.com/blog/the-4-phases-of-project-management-and-how-process-automation-can-help/

AI In Project Management: 7 Ways in Which AI Will Transform Project Management
by  Sarmad Hasan, 2019/12/30
https://blog.taskque.com/ai-in-project-management

プロジェクトマネジメントにAI技術を適⽤する
ことにより、継続的な改善を⾏うことができる

WG2: AI4PM (Artificial Intelligence for Project Management)

AI4PM

AI for
Project Management

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020
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プロジェクト・マネジャーとして取得すべきレベルのAI技術または
AIの考え⽅などを研究する

プロジェクトマネジャーとして取得して
おくべきAIのスキルを保有している

• ⾃分の組織でAIを導⼊することができるか︖（保有課題を解決、低リスクで導⼊）
• スコープを明確にする

AIエンジニア・研究者向けのAI知識
⼀般知識としてのAI

俯瞰図から⾒える⽇本型“AI(⼈⼯知能)"ビジネスモデル (2017/12/14)
⼤野 治、⽇刊⼯業新聞社、ISBN 978-4-526-07779-1

I Project Development – How Project Managers Should Prepare
by Audrius Zujus
https://www.toptal.com/project-managers/technical/ai-in-project-management

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

WG3: AIK4PM (Artificial Intelligence Knowledge for Project Managers)

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020
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広域調査
優先
順位
付け

調査研究A

調査研究B

成果
発表

組織の戦略

ベネフィットの
実現

︓
︓

組織への
フィードバック

広域調査
優先
順位
付け

調査研究α

調査研究β

成果
発表

︓
︓

Cycle 1 Cycle 2

WGの進め⽅と基本⽅針

進め⽅の基本⽅針

参加者それぞれが持つ
課題の持ち寄りと検討を基本としつつも、
対象領域については俯瞰・合意しながら、
進めていく

・重要かつ解いていきたいテーマ
・早く結果を共有できるもの
・先⾏事例がある or 現在話題となっている領域 …など

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020



Cycle1（2020年2⽉〜6⽉）
今後の研究対象とすべき領域を俯瞰することを⽬的に活動
6⽉末までの全5-6回の会議を通じて整理

例えば…
・WG1 PM4AI 広域調査の結果集約と研究対象とすべき領域の整理

例︓AI要素技術×業務領域×アプローチ

・WG2 AI4PM PMBOKを基にしたAIユースケース案

・WG3 AIK4PM ユースケース＆事例の洗い出し

※AIは何に使えるのか、AI利活⽤とProject Managementがテーマ
※上記⽬的のために、AI技術の勉強が必要であれば、⾃主的に実施
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AI@Workで想定する成果

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020
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AI＠Work Master Schedule

2019-2020 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
新設および
メンバー募集
Kick off ＆
Pre Kick off#1-5
外部発信
(Sharing Knowledge)

Cycle1実施
(WG1/2/3 活動)
Retrospective &
Next Cycle
Cycle2実施
(WG1/2/3 活動)
2021年度および
次計画Kick off

▲11/22新設承認

▲1/31(⾦)

継続募集に関しては追って検討

情報共有・勉強会・発信内容整理

▲7/4,5 PMI Japan Forum

Retrospective & Next Kick Off▲

▲12/3Web募集、応募者多数により締切早期化（1/24→12/17）

▲▲▲▲▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ※    

12/15, 22, 1/13, 1/17, 1/26（⽇祝 朝7:00- WebEx）+ WG Pre 1/27, 29

（10/15-19 PMI LIM & Global Conference▲）
11/下旬 PMIJ AI@Work Conference(新設)▲

情報共有・勉強会・発信内容整理

発信・ふりかえり・追加募集

※各WGで⽉1回定期的な会議を実施、活動⽇程はWG Leaderを通じて追ってご連絡

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ※    

Pre

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020
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AI@Workの推進体制

AI@Work
代表 武上 弥尋

副代表 渡邊 恒⽂

PMIJ 事務局
三島 邦彦

AI@Work
Advisory Board

PMI WW 神庭 弘年
PMI Japan 

森⽥ 公⾄, 齋藤 学, 松本 弘明

AI@Work
運営支援（TBD）

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020

PM4AI
Leader 板橋 宣孝

Sub Leader ⼩⼭ 恵⼀郎
運営⽀援 (TBD)

AI4PM
Leader 林 克郎

Sub Leader 桒野 哲兵
運営⽀援（TBD）

WG1

WG2

AIK4PM
Leader 佐藤 美⼀

Sub Leader 細⽔ 真⼈
運営⽀援（TBD）

WG3



役割と活動内容
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各役割について次の活動内容などを想定
場所に制約されず運営・参画できるようツールを活⽤（Slack、WebEx/Zoomなどを想定）

・代表・副代表
・Goal︓課題認識、将来の⽅向性
・Strategy︓対外的な成果発信、PMI Globalとの連携

・WG Leader/Sub Leader/運営⽀援
・Plan︓遂⾏の企画・計画⽴案、具体的な進め⽅の検討

・WG 運営⽀援（各WGで調整・確定）
・Asset Management︓会議資料・議事録などのマネジメント

議事録は持ち回り、その担当依頼や保管・確認
・Communication Management︓メンバーや関係者への各種連絡

会議場所・機会確保に関連する推進や⼿続き
・IT Management︓各種IT Toolおよび環境に関するマネジメント

リモート環境確保、資料保管など

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020

Plan

Do

Study

Act



AI@Workの「運営⽀援」を調整中
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多くのご応募をありがとうございます︕（アンケートより現在42名︕）

求める役割
・運営に必要なITツールを活⽤できる（Slack、WebEx or Zoom、Excel集計など）
・新しい進め⽅を提案できる

想定される作業
・AI@Work全体（100名程度）

・情報共有・発信（確定内容の連携）
・会議の準備と当⽇運営（⽇程調整、受付、会議室の確保、議事録作成 など）

・AI＠Work 代表 および WG Leader（10名程度）
・情報共有・発信（確定内容の連携）
・会議の準備と当⽇運営（⽇程調整、受付、会議室の確保、議事録作成 など）

・Advisory Board との会議体など

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020



参加者100名超の状況にて、Slackでの⾃⼰紹介にご協⼒下さい。
AI@Workでのコミュニケーション標準ツールとして、Slackを想定
⾃⼰紹介により、Slackへの参加、参加WGの情報共有、の3つの⽬的を達成

1. Slackからの招待メールが到着
（キックオフ終了後、順次送信予定）

2. AI@Work専⽤のSlackワークスペースにアクセス
PMI⽇本⽀部AI-at-Work pmij-ai-at-work.slack.com

3. ⾃⼰紹介専⽤チャンネル #self-introduction
テンプレートを参考に紹介⽂を登録ください

初回WG開始までにぜひご⼊⼒下さい。

28

全員での⾃⼰紹介

AI@Work Project – PMI Japan Chapter 2020

テンプレート

記⼊例



参考︓Slackについて
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• PMI⽇本⽀部にてAI@Workの
ワークスペースを設定済

• WG別のチャンネルを調整中
• 情報共有や⽂書保管に利⽤
• チャットにも便利（ダイレクト

メッセージも送信可能）
• PCでの利⽤のほか、スマート

フォンのアプリも便利



Q&A
DISCUSSION
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本⽇のキックオフを踏まえ、次の質問にご回答下さい（別途Survey Monkeyにて送信）
⽬的︓各WGの初回キックオフに向けた確認（前回調査時にWG未定の⽅もあるため）
回答期限︓2⽉7⽇（⾦）

Q1. どのWGに参加しますか︖（案内送付や会場確保の参考）
Q2. 基本的な参加の形態は、オンサイト・リモートのどちらですか︖（会議ツールの参考）
Q3. WGでどのような活動をしたいのか、ご意⾒をお聞かせください（フリーコメント）

初回WGは2⽉下旬頃を予定、追ってWG Leaderを通じて⽇程をご連絡します。

31

参加アンケート
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Ten, Nine, ignition sequence start, 
Six, Five, Four, Three, Two, One, 
all engine running,
Lift off, 
we have a lift off!

いざ点⽕︕
発進︕



THANK YOU

AI@WORK
PMI Japan Chapter
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AI@Work Kick offへのご参加をありがとうございます。

本⽇は会場93名、リモート17名がご出席予定です。
直接のご発⾔とともに、こちらもご利⽤ください。

右記QRコードより「Slido」にアクセスいただくと、
お持ちのスマートフォンから、ご質問やご意⾒を
⼊⼒できます（匿名可）。

※「Slido」トップページにてイベントコード「# L157」
をご⼊⼒いただくと、PCからもご利⽤可能です。
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